
学校番号 416 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 生物基礎 新訂版 （実教出版） 

副教材等 アクセスノート生物基礎 改訂版 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日々の授業を大切にしましょう。自分自身も生物という意識をもって、様々な事象を自分に引き付け

て考えるようにしてください。積極的に発言・質問をして，授業内容の理解に努めましょう。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

専門用語にばかりにとらわれることなく基礎的な生物学的事象を理解し，イメージできる。実験や実

習を通して観察力や技能を身に着ける。日常のなかのさまざまな現象と授業内容を結びつける。生物

学に対する興味・関心を強くもつ。 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心

や探究心をもち，意欲的

にそれらを探究しようと

するとともに，科学的態

度を身に付けている。 

自然の事物・現象の中に

問題を見いだし，探究す

る過程を通して，事象を

科学的に考察し，導き出

した考えを的確に表現し

ている。 

観察，実験を行い，基本

操作を修得するととも

に，それらの過程や結果

を的確に記録，整理し，

自然の事物・現象を科学

的に探究する技能を身

に付けている。 

自然の事物・現象につ

いて，基本的な概念や

原理・法則を理解し，知

識を身に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやプリントの記述 

探究活動の記録・発表 

学習状況の観察 

ノートやプリントの記述 

探究活動の記録・発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの記

述 

実験のとりくみ・結

果・記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの記

述 

実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

１
．
生
物
多
様
性
と
共
通
性 

生物の多様性と共通性

（１） 

地球上のさまざまな環境に

は，多種多様な生物が生息

しており，生物は多様であ

ることを理解する。 

 

○  ○ ○ a: 生物の多様性について関心を

もち、意欲的に探求しようとする。 

c: 物質の分離・精製について観

察、実験などを行い、基本操作を習

得している。 

d: 生物の多様性について理解し、

知識を身に付けている。 

出席状況 

発言 

授業プリント 

授業への取

り組み 

実験 

定期考査 

 細胞の構造と機能（１） 

細胞にはさまざまな大きさ

や形のものがあることを認

識し，単細胞生物，多細胞生

物の特徴を理解する。 

○ ○ ○ ○ a: 生物のもつ特徴としての多様

性と共通性に関心をもつ。 

b: 生物のもつ共通性の由来，多様

性の由来について考察する。 

c: プレパラートを作成し，原核細

胞と真核細胞を観察・記録・整理で

きる。 

d: DNA，ATP，細胞構造などの生物

の共通性を理解している。 

共通性をもちながら同時に多様性

があることを理解している。 

生物の多様性と共通性（２） 

生物が共通にもつ特徴を理

解する。 

 

○ ○  ○ a: 生物が共通に持つ特性につい

て関心をもつ。 

b: さまざまな生物を具体的に例

に挙げ，生物の共通にもつ特性が

確かにあてはまっていることを判

断する。 

d: 細胞構造や代謝，恒常性など，

生物が共通にもつ特徴を理解す

る。 

細胞の構造と機能（２） 

細胞にはさまざまな大きさ

や形のものがあることを理

解する。 

 

○ ○  ○ a: 細胞の多様性について関心を

もち，具体例を挙げるなどして意

欲的に探究しようとする。 

b: 単細胞と多細胞の共通点や相

違点について思考し，判断する。 

d: 現在みられる多様な生物は，共

通の祖先から進化して生じたこと

を理解している。多細胞生物の特

徴について，単細胞生物と比較し

て理解できる。 

細胞の多様性と共通性 

細胞には原核細胞と真核細

胞があること，及びそれぞ

れの特徴について理解す

る。 

真核細胞において，核・細胞

膜・細胞質基質・ミトコンド

リア・葉緑体・液胞・細胞壁

の構造と機能の概要を理解

する。 

 

○ ○ ○ ○ a: 細胞の構造に見られる共通性

に関して意欲的に探究しようとす

る。 

b: 原核細胞と真核細胞を図示で

きる。植物細胞と動物細胞を図示

できる。 

c: 原核細胞と真核細胞を，光学顕

微鏡を使って観察できる。 

d: 原核細胞と真核細胞の違いを

理解している。いろいろな細胞小

器官の働きや構造の知識を身につ

け，植物細胞と動物細胞の違いと

共通性を理解している。 

  



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

２
．
細
胞
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

代謝とエネルギー（酵素） 

代謝には同化と異化がある

こと，また，代謝に伴うエネ

ルギーの移動にはＡＴＰが

関わっていることを理解す

る。 

 

○ ○  ○ a: 代謝と ATP の関係に関心をも

ち，意欲的に学習しようとする。 

b: 生体内の ATP 量と 1 日に消費

される ATP量の違いに関心をもち，

理論的に考察する。 

d: 代謝ではエネルギーの出入り

が伴い，ATPが仲立ちしていること

を理解している。 

出席状況 

発言 

授業プリント 

授業への取

り組み 

実験 

定期考査 

 
光合成 

光合成は，光エネルギーに

よって ATP をつくり，この

エネルギーによって有機物

を合成する過程であること

を理解する。 

 

○   ○ a: 光合成の反応に関心をもち，科

学的な態度で考察する。 

d: 光合成では， ATPの合成が行

われていることを理解している。 

２
学
期 

呼吸 

呼吸は，酵素の働きによっ

て有機物が段階的に分解さ

れてエネルギーが取り出さ

れ，ATPがつくられる過程で

あることを理解する。 

 

○   ○ a: 呼吸の反応に関心をもち、科学

的な態度で考察する。 

d: 呼吸では、ATPの合成が行われ

ていることを理解している。光合

成と呼吸の反応の意味について理

解している。 

１
．
遺
伝
情
報
とD

N
A

  

遺伝子と DNA 

メンデルによる遺伝子の存

在の仮定から DNA の構造の

解明に至るまでの概要を理

解する。 

○ ○ ○ ○ a: 遺伝子研究の歴史に興味を示

し，意欲的に学習しようとする。b: 
遺伝子研究の歴史から，どのよう

な推測がなされて実験が行われ，

その結果からどのような事実がわ

かったのかを理解する。 

c: 身近な生物材料から DNA を抽

出し，確認する方法を習得してい

る。 

d: グリフィス，エイブリー，ハー

シーとチェイス，シャルガフが行

った研究の内容と意義を理解して

いる。 

 

出席状況 

発言 

授業プリント 

授業への取

り組み 

実験 

定期考査 

 

DNA の構造 
ヌクレオチドの構造，およ

び塩基の相補性について理

解する。 

 

 

 

 

 

 

○   ○ a: DNAの立体構造とその多様性に

興味をもつ。 

d: 塩基の相補性を理解している。

DNA の二重らせん構造の特徴を理

解している。 

 

遺伝子とゲノム 

遺伝子はゲノムの一部であ

ることを理解する。 

○ ○  ○ a: 個体を構成する細胞は遺伝

的に同一で，個体の部位によっ

て発現する遺伝子が異なると

理解しようとする。 

b: 同じ個体の細胞は同じゲノ

ムをもつが，さまざまな細胞が

存在することを，発現する遺伝

子の違いにもとづいて科学的

に説明できる。 

d: ゲノムと遺伝子の関係を理

解している。 



 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

２
学
期 

２
．
遺
伝
情
報
の
分
配 

遺伝情報の複製と分配 

細胞の分裂の各過程で起こ

る現象を理解する 

○ ○ ○ ○ a: 細胞周期と DNAの複製・分

配の関係に関心をもち，意欲的

に学習しようとする。 

b: 細胞周期の各過程と DNAの

分配や量の変化について論理

的に説明できる。 

c: 細胞分裂の各段階を観察す

る。 

d: 細胞周期の間期の S 期に

DNAが複製されていることを理

解している。DNAは，分裂期に

均等に分配されることを理解

している。 

出席状況 

発言 

授業プリント 

授業への取

り組み 

実験 

定期考査 

 

遺
伝
情
報
と
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成 

生物とタンパク質 

タンパク質の基本的な特徴

について理解する 

○ ○ ○ ○ a: タンパク質の基本構造やさ

まざまなタンパク質の働きに

興味をもち，意欲的に学習しよ

うとする。酵素の働きについて

探究的に学習しようとする。 

b: タンパク質の構造から，さ

まざまな種類のタンパク質が

生じることを科学的に考察す

る。 

c: タンパク質の構造から，さ

まざまな種類のタンパク質が

生じることを科学的に考察す

る。 

d: タンパク質はアミノ酸が多

数結合したものであることを

理解している。 

タンパク質の合成 

DNAの塩基配列が mRNAの塩

基配列に写し取られ（転

写），これがアミノ酸配列に

置き換えられる（翻訳）流れ

を理解する。 

○ ○  ○ a: 転写と翻訳の過程が塩基の

相補性にもとづいて行われる

ことを科学的に理解しようと

する。 

b: 転写と翻訳の過程を塩基の

相補性と関連付けながら科学

的に説明できる。セントラルド

グマの概念を理解している。 

d: RNA と DNA の構造の違いを

理解している。転写と翻訳の過

程の概略を理解している。 

遺伝子の発現 

全遺伝子が常に発現してはい

ないことを理解する。 

○   ○ a: 細胞によって発現する遺伝子

と発現しない遺伝子が異なってい

ることを理解しようとしている。 

ｄ：細胞によって発現する遺伝子

と発現しない遺伝子が異なってい

ることを理解している。 

  



 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

３
学
期 

１
．
体
内
環
境 

 

体内環境と恒常性 

恒常性と体液の種類である血

液，組織液，リンパ液につい

て理解する。 

○ ○ ○ ○ a: 体液と恒常性との関係に関心

をもち，理解しようとする 

b: 血液，組織液，リンパ液の関係

から，物質の輸送について科学的

に考察する。 

c: 運動前後において，体温，心拍

数，呼吸数を計測することで，体温

がほとんど一定であることを観察

することができる。 

d: 体液の種類と関係について理

解している 

出席状況 

発言 

授業プリント 

授業への取

り組み 

実験 

定期考査 

 

体内環境維持の仕組み 

ヘモグロビンによる酸素の

運搬を中心に，血液の働き

と恒常性について理解す

る。 

○   ○ a: さまざまな血球の特徴と働き

について積極的に理解しようとす

る。二酸化炭素分圧によって酸素

ヘモグロビンの割合が変化するこ

との意義を科学的に理解しようと

する。ｂ：酸素解離曲線から，ヘモ

グロビンの性質と酸素の運搬の効

率について科学的に考察し説明で

きる。 

ｄ：酸素解離曲線を正確に読み取

ることができる。血液凝固の過程

を理解している。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 


